
      
 　

 

北
上
市
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
提
携
も

北
上
市
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
提
携
も

　

鎌
倉
・
材
木
座
の
国
指
定

史
跡
で
日
本
最
古
の
築
港
遺
跡

「
和
賀
江
嶋
」
の
史
跡
保
存
・
清

掃
事
業
が
５
月
17
日
に
行
わ
れ

た
。
１
９
７
７
年
か
ら
50
回
目
。

当
日
岩
手
県
北
上
市
と
鎌
倉

市
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ

提
携
」
の
両
市
長
に
よ
る
調
印

式
も
行
わ
れ
た
。
市
民
主
体
の

自
主
的
な
交
流
を
促
進
す
る
制

度
へ
の
合
意
は
、
北
上
市
の
有

志
「
鎌
倉
和
賀
江
嶋
探
訪
の
会
」

と
の
長
年
の
交
流
が
評
価
さ
れ

た
も
の
。
同
会
は
、
和
賀
江
嶋

の
築
造
を
行
な
っ
た
和
賀
盛

綱
が
北
上
地
方
を
治
め
た
和
賀

氏
の
祖
で
あ
る
こ
と
を
縁
に
、

１
９
９
５
年
か
ら
30
年
以
上
清

掃
活
動
に
参
加
し
て
き
た
。

　

松
尾
崇
鎌
倉
市
長
は
「
鎌
倉

時
代
か
ら
の
縁
が
現
代
に
花
開

き
、
皆
さ
ん
の
思
い
が
実
を
結

ぶ
日
と
な
っ
た
」
と
保
全
活
動

へ
の
感
謝
を
伝
え
、
八
重
樫
浩

文
北
上
市
長
は
「
50
年
間
活
動

を
続
け
て
下
さ
っ
た
鎌
倉
の
皆

様
に
感
謝
と
敬
意
を
。
鬼お
に

剣け
ん

舞ば
い

の
衣
装
の
笹さ
さ

竜り
ん

胆ど
う

の
紋
に
も
注

目
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

北
上
市
か
ら
は
、
高
橋
邦
治

庭に
わ

元も
と
（
45
）
率
い
る
「
鬼お
に

柳や
な
ぎ

鬼

剣
舞
保
存
会
」
が
大
地
を
踏
み

和
賀
江
嶋
清
掃
保
全
事
業

和
賀
江
嶋
清
掃
保
全
事
業
5050
周
年
周
年

東
慶
寺
の
鐘
楼
の
向
こ
う

側
で
四
方
に
伸
ば
し
た
枝
に
葉

を
茂
ら
せ
、
枝
の
先
端
に
た
く

さ
ん
の
花
を
つ
け
る
ヤ
マ
ボ
ウ

シ
。
高
さ
10
ｍ
、
幹
回
り
50
㎝

ほ
ど
の
大
木
で
、
風
が
吹
く
と

緑
の
葉
を
そ
よ
が
せ
る
。

白
い
花
び
ら
の
よ
う
に
見
え

る
の
は
実
は
総
苞
で
、
和
名
の

「
山
法
師
」
は
、
中
央
に
あ
る

丸
い
小
さ
な
淡
黄
色
の
花
の
集

ま
り
を
坊
主
頭
に
、
ま
わ
り
に
あ

る
、
白
色
で
先
の
尖
っ
た
長
さ
２

〜
４
㎝
の
卵
形
の
４
枚
の
総
苞
片

を
頭
巾
に
見
立
て
て
の
名
。
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
の
花
に
似
て
い
る
が
、
ハ

ナ
ミ
ズ
キ
の
総
苞
は
卵
形
で
先
が

く
ぼ
ん
で
い
る
。

ミ
ズ
キ
科
の
落
葉
高
木
。
葉

は
対
生
し
、
長
さ
５
〜
10
㎝
の

楕
円
形
。
公
園
樹
や
街
路
樹
、

シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
な
ど
に
も
。

東
慶
寺
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ

文　
　

小
林　

千
穂

写
真　

古
川
三
紀
雄

    

鎌
倉
の
大
学
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「
鎌
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ア
」

鎌
倉
の
大
学
校
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」

　

戦
後
ま
も
な
い
混
沌
と
し
た

社
会
の
中
で
、「
鎌
倉
に
大
学
を

つ
く
ろ
う
」
と
い
う
夢
を
描
き
、

新
し
い
文
化
を
求
め
た
教
師
と

学
生
が
集
い
、
１
９
４
６
（
昭

和
21
）
年
５
月
、
鎌
倉
市
材
木
座

の
光
明
寺
を
仮
校
舎
と
し
て
「
鎌

倉
ア
カ
デ
ミ
ア
」
が
開
校
し
た
。

　

文
学
科
、
産
業
科
、
演
劇

科
、
映
画
科
を
設
け
た
自
由
大

学
で
、
三
枝
博ひろ
音と
を
校
長
に
、

林
達
夫
、
高
見
順
や
吉
野
秀
雄

ら
が
教
鞭
を
執
り
、
真
理
探
究

と
芸
術
創
造
の
歩
み
を
始
め
た

が
、
資
金
難
の
た
め
、
わ
ず
か

４
年
半
で
そ
の
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
て
し
ま
う
。
学
び
舎
か
ら

鈴
木
清
順
（
映
画
監
督
）、
い
ず

み
た
く（
作
曲
家
）、山
口
瞳（
小

説
家
）
ら
が
巣
立
ち
、
高
度
成

長
時
代
を
迎
え
た
日
本
で
、
芸

術
や
文
化
を
牽
引
す
る
存
在
と

な
っ
て
い
っ
た
。

　

既
成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い

教
育
方
針
は
、
現
在
、
見
直
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
軌
跡
を
次
世

代
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
１
９

９
２
年
に
鎌
倉
市
図
書
館
で
資

料
展
示
「
青
春
・
鎌
倉
ア
カ
デ

ミ
ア
」
が
行
わ
れ
、
２
０
０
６

年
に
は
市
民
グ
ル
ー
プ
「
鎌
倉

ア
カ
デ
ミ
ア
を
伝
え
る
会
」
が

発
足
し
、「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア

創
立
60
周
年
記
念
祭
」
を
開
催
。

そ
の
後
、
10
年
間
毎
年
、「
伝

え
る
会
」
を
開
い
て
き
た
が
、

70
周
年
以
降
は
催
し
が
途
絶
え

た
。
卒
業
生
の
多
く
が
他
界
し

た
こ
と
が
主
な
原
因
。

　

今
年
迎
え
る
80
周
年
を
前

に
、「
伝
え
る
会
」の
元
メ
ン
バ
ー

か
ら
80
周
年
記
念
祭
実
施
の
声

が
あ
が
り
、
鎌
倉
市
内
の
若
者

た
ち
を
引
き
込
ん
で
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
開
催
に
こ
ぎ

つ
け
た
。

　
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
創
立
80

周
年
記
念
祭
」
は
、
６
月
13
日

に
光
明
寺
書
院
で
式
典
や
展

示
、
座
談
会
な
ど
が
行
わ
れ
る

の
を
皮
切
り
に
、
12
月
ま
で
関

連
事
業
を
行
う
。

　

６
月
13
日
光
明
寺
で
の
催
し

は
、
10
時
に
記
念
碑
前
で
式
典

後
、
人
形
劇
団
ひ
と
み
座
の
公

演
や
、
座
談
会
が
開
か
れ
る
。

物
価
高
が
続
く

な
か
、
毎
日
の
買
い

物
の
重
み
を
感
じ

る
こ
と
が
増
え
ま

し
た
▼
鎌
倉
市
の

「
２
０
２
６
縁
む
す
び
カ
ー
ド
」

は
、
家
計
を
支
え
る
だ
け
で
な

く
、
地
元
の
店
で
買
う
こ
と
の

意
味
を
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ

て
く
れ
ま
す
▼
い
つ
も
の
店
先

で
交
わ
す
ひ
と
言
や
、
顔
な
じ

み
と
の
や
り
取
り
に
は
、
大
き

な
店
に
は
な
い
、
こ
の
街
な
ら

で
は
の
温
も
り
が
あ
り
ま
す

▼
ど
こ
で
買
う
か
と
い
う
選
択

が
、
地
域
の
商
い
を
支
え
、
街

の
活
気
に
つ
な
が
っ
て
い
く

▼
そ
う
思
う
と
、
日
々
の
買
い

物
も
ま
た
、
鎌
倉
の
暮
ら
し
を

静
か
に
支
え
る
大
切
な
営
み
な

の
だ
と
感
じ
ま
す
▼
目
先
の

お
得
さ
だ
け
で
は
な
く
、
買

い
物
を
通
し
て
地
域
と
つ
な

が
る
喜
び
を
、
あ
ら
た
め
て

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
取
り

組
み
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
Ｎ
）

6月6月

本
堂
で
の
授
業
風
景（
鎌
倉
市
図
書
館
提
供
）

25

▼
葛
原
岡
神
社
例
大
祭　
３

日
11
時
神
前
祭
・
墓
前
祭
。

６
日
14
時
宵
宮
祭
、
７
日
13

時
神
輿
渡
御
。

▼
蛍
放
生
祭　

６
日
19

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。
※
一
般

鑑
賞
７
〜
14
日
、
日
没
〜
20

時
45
分
。

▼
五
所
神
社
例
祭

13
日

18
時
見
目
明
神
祭
・
宵
宮
祭
。

14
日
10
時
例
大
祭
、
11
時
神

輿
渡
御
、15
時
半
海
上
渡
御
。

16
日
10
時
三
つ
目
神
楽
。

▼
瑞
賢
忌

16
日
10
時
、

建
長
寺
。
江
戸
初
期
の
豪
商

で
治
水
工
事
や
航
路
開
発
の

功
労
者
河
村
瑞
賢
の
法
要
。

▼
茶
筅
供
養

28
日
。
建

長
寺
。
事
前
予
約
制
。

▼
大
祓
式

30
日
11
・

13
・
15
・
17
時
、鶴
岡
八
幡
宮
。

▼
古
神
札
焼
納
祭

30
日

17
時
半
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
　
和
賀
江
嶋
の
清
掃
活
動

鎌
倉
納
涼
う
ち
わ
６
月
２
日
か
ら
販
売

午
前
の
座
談
会
は
、
三
枝
博
音

の
孫
・
三
枝
新あらた
さ
ん
、
い
ず
み

た
く
氏
の
関
係
者
ら
が
「
文
化

的
遺
伝
子
を
受
け
継
ぐ
」
の
題

で
、
午
後
は
鎌
倉
で
今
、
文
化

的
活
動
を
行
っ
て
い
る
人
や
グ

ル
ー
プ
が
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

の
題
で
話
を
す
る
。
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
、
生
徒
と

し
て
授
業
を
受
け
る
体
験
が
で

き
る
。

　

実
行
委
員
長
の
遠
藤
光こう
基き
さ

ん
（
56
）
は
「
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ

ア
は
鎌
倉
の
文
化
的
遺
産
で
、

鎌
倉
の
み
な
ら
ず
、
戦
後
日
本

で
果
た
し
た
役
割
は
価
値
あ
る

も
の
。
そ
れ
を
伝
え
て
残
し
た

い
」
と
話
す
。
材
木
座
の
自
治

会
員
ら
地
域
の
協
力
も
得
て
い

る
と
い
う
。

　

入
場
料
千
円
、
高
校
以
下
無

料
。
最
新
の
情
報
は
Ｈ
Ｐ
で
。

https://kam
akura-ac.studio.

site/

創
立
80
周
年
記
念
祭
　
13
日
光
明
寺
で

鎌倉・北上両市長と「鬼柳鬼剣舞保存会」「五所
和賀會」「鎌倉材木座天王唄保存会」の会員たち

し
め
跳
躍
す
る
力
強
い
舞
を
披

露
。
鎌
倉
市
か
ら
は
五
所
神
社

の
氏
子
ら
に
よ
る
神
輿
同
好
会

「
五
所
和
賀
會
」
の
甚
句
と
「
鎌

倉
材
木
座
天
王
唄
保
存
会
」
の

天
王
唄
が
披
露
さ
れ
た
。

　

式
典
後
、
約
４
０
０
人
の
参

加
者
が
干
潮
で
姿
を
現
し
た
丸

石
の
間
の
ご
み
を
拾
い
集
め
た
。

　

鎌
倉
岩
手
県
人
会
で
会
長
を

務
め
た
早
川
正
行
さ
ん
（
78
）
は

解
散
後
も
同
郷
の
人
た
ち
と
の

交
流
を
続
け
て
い
る
。「
岩
手
出

身
の『
鎌
倉
朝
日
』初
代
編
集
長

故
藤
沼
正
人
さ
ん
が
こ
の
活
動

を
き
っ
か
け
に
同
会
発
足
に
尽

力
し
た
」
と
思
い
出
を
語
っ
た
。

　

北
上
市
か
ら
約
60
人
で
来
鎌

し
た
和
賀
江
嶋
探
訪
の
会
の
佐

藤
克
英
代
表
（
86
）
も
和
賀
の

殿
様
と
の
縁
で
清
掃
に
通
っ
た

30
年
を
振
り
返
っ
た
。

　

清
掃
活
動
を
主
催
し
た
材
木

座
自
治
連
合
会
の
菅
野
哲
央
理

事
は
「
交
流
の
場
と
し
て
も
意

義
深
い
和
賀
江
嶋
の
保
全
活
動

を
続
け
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　

鎌
倉
の
夏
の
定
番
「
納
涼
う

ち
わ
」
が
６
月
２
日
か
ら
販
売

さ
れ
る
＝
写
真
。

　

鎌
倉
市
観
光
協
会
が

１
９
７
７
年
か
ら
制
作
を
始

め
、
51
作
品
目
と
な
る
今
年
の

納
涼
う
ち
わ
は

日
本
画
家

・
磯
部

光
太
郎

さ
ん
の

「B

ビi オo

トt

ーo

プp

西
瓜

に
雨
蛙
」。
ビ
オ
ト
ー
プ
と
は

生
き
物
の
生
息
空
間
。
つ
る
に

実
っ
た
大
き
な
ス
イ
カ
と
そ

れ
を
見
つ
め
る
小
さ
な
ア
マ

ガ
エ
ル
を
モ
チ
ー
フ
に
、
日

本
画
の
古
典
的
な
技
法
を
取

入
れ
、
動
植
物
の
四
季
の
営

み
が
感
性
豊
か
に
表
現
さ
れ

て
い
る
。
竹
製
の
手
作
り
で

　
　

７
千
本
を
一
般
販
売
。

５
０
０
円
（
税
込
）、
同
協
会
事

務
所
や
通
販
サ
イ
ト
で
。
同
協
会

☎
０
４
６
７
・
23
・
３
０
５
０

当
時
の
鎌
倉
ア
カ
デ
ミ
ア
学
生
集
会
の
写
真
を
持
つ
、
80
周
年

記
念
祭
・
遠
藤
光
基
実
行
委
員
長
（
左
）
と
岡
林
馨
副
委
員
長
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